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問い合わせ先　福祉支援課障がい福祉担当　（584）1111㈹　F（584）1154

※イラストの指文字は相手から見た形です。

やってみよう！〜身近な言葉の手話〜
普段使う言葉を手話でやってみましょう。　※QRコードを読み込んで、手話の動画を見ることもできます。

vol.33
○筑波技術大学
　茨城県つくば市にある筑波技術大学は、聴覚または視覚に障がい
があることを入学条件とする国内で唯一の大学です。
　聴覚に障がいのある学生の授業では、口話、手話、筆記、資料配
布などの情報保障が行われており、個々の学力に細かく対応する少
人数教育を特徴としています。社会で活躍できる人材の育成のため、
専門知識や情報技術を習得できる教育が行われ、教育職員免許状や
国家試験受験資格の取得ができます。

vol.16

戦争と春日市

　
１
月
17
日
㈯
か
ら
、
奴
国
の
丘
歴
史
資
料

館
で
令
和
７
年
度
民
俗
企
画
展「
春
日
の
昭

和
１
０
０
年
史
」を
開
催
し
ま
す（
23
ペ
ー
ジ

参
照
）。
こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
太
平
洋
戦
争

と
春
日
市
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
昭
和
時
代
は
、
私
た
ち
の
生
活
が
大
き
く

変
化
し
た
時
代
で
す
。
特
に
戦
前
と
戦
後
で

は
、
生
活
だ
け
で
な
く
、
町
の
風
景
も
変
化

し
ま
し
た
。

　
現
在
の
陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地
や
航
空

自
衛
隊
春
日
基
地
が
あ
る
場
所
は
、
実
は
太

平
洋
戦
争
の
軍
需
工
場
の
一
部
で
し
た
。

　
春
日
村
は
米
作
を
中
心
と
す
る
農
村
地
域

で
、
住
民
の
９
割
以
上
は
農
家
で
し
た
。
第

二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
昭
和
16
年
に

は
春
日
原
競
馬
場
付
近
一
帯（
現
在
の
春
日

公
園
周
辺
）に
小
倉
陸
軍
造ぞ

う

兵へ
い
し
ょ
う廠
春
日
製
造

所
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ

南
福
岡
駅
～
陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地
周
辺

に
は
、
九
州
飛
行
機
㈱
や
九
州
兵
器
㈱
な
ど

の
軍
需
工
業
地
が
設
け
ら
れ
、
農
村
で
あ
り

な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
に
携
わ
る
住
民
が
多
く

な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
20
年
の
終
戦
後
、
連
合
軍
は
春
日
村

の
軍
需
工
場
を
接
収
し
、
板
付
飛
行
場
の
ア

ネ
ク
ス（
付
属
基
地
）に
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

施
設
は
板
付
基
地
と
総
称
さ
れ
、
朝
鮮
戦
争

で
も
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
32
年
に
は
基
地
内
の
米
兵
が
６
０
０

０
人
を
超
え
、
春
日
原
周
辺
に
は
、
米
軍
や

そ
の
家
族
の
居
住
地
域「
春
日
原
ベ
ー
ス
」が

あ
り
、
米
兵
の
増
加
で
ベ
ー
ス
外
に
も「
オ

フ
ベ
ー
ス
ハ
ウ
ス
」（
通
称「
米
軍
ハ
ウ
ス
」）

が
建
て
ら
れ
ま
す
。
米
軍
が「
博
多
ど
ん
た

く
」に
参
加
し
、
ベ
ー
ス
内
で
の
地
元
の
学

生
と
の
ス
ポ
ー
ツ
親
善
試
合
な
ど
交
流
も
盛

ん
で
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
が
い
ち
早
く
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
38
年
に
、
米
軍
は
板
付
基
地
の
部
隊

の
移
転
・
撤
退
を
発
表
し
、
昭
和
47
年
に
基

地
は
返
還
さ
れ
ま
し
た
。
返
還
後
に
残
っ
た

米
軍
ハ
ウ
ス
も
、
今
で
は
ほ
ぼ
無
く
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
も
春
日
の
歴
史
の
一
部
で

す
。「
春
日
ベ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
の
会
」は
、
米

軍
基
地
が
あ
っ
た
頃
の
ま
ち
の
記
憶
を
語
り

継
ぎ
、
保
存
・
活
用
に
向
け
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
歴
史
へ
の
関
わ
り
方
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
の
で
す
。

武武
たけすえたけすえ

末末  純純
じゅんいちじゅんいち

一一 名誉館長 名誉館長
（福岡大学名誉教授）（福岡大学名誉教授）

問い合わせ先　文化財課整備活用担当　（501）1144　F（573）1077

大学

　両手の親指と人差し指を頭の左右に置いて、開いた
２指を閉じながら前後に引き、前後を変えて同じ動きを
繰り返す。

① ②

資格

　右手の親指と人差し指を開いて、その指
先を右肩に当て、そのまま下におろす。
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